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（２）生物多様性基本法  

 

 2008（平成 20）年に制定された「生物多様性基本法」は、生物多様性の保全と持

続可能な利用に関する施策を総合的かつ計画的に推進することで、豊かな生物多様性

を保全し、その恵みを将来にわたり享受できる自然と共生する社会を実現することを

目的としています。「生物多様性基本法」では、生物多様性の保全と利用に関する基

本原則、生物多様性国家戦略の策定、白書の作成、国が講ずべき 13 の基本的施策な

ど、わが国の生物多様性施策を進める上での基本的な考え方を示しています。 

 生物多様性の保全の責務では、国及び地方公共団体は施策の実施等を行うこととし、

事業者、国民、民間団体は基本原則に準じた活動等に努めることと規定しています。 

 また、都道府県及び市町村による生物多様性地域戦略の策定の努力義務などが規定

されています。 

 

（３）生物多様性条約締約国会議（通称「COP」（Conference of the Parties の略）） 

 

 「生物多様性条約」の最高意思決定機関である締約国会議は、おおむね２年に１

回開催されます。「生物多様性条約第 10 回締約国会議（通称「COP10」）」は、2010（平

成 22）年 10 月 18 日から 29 日まで愛知県名古屋市の名古屋国際会議場で、「いのち

の共生を、未来へ（Life in Harmony，into the Future）」をスローガンに開催され

ました。COP10 では、2011（平成 23）年以降の新たな「生物多様性条約戦略計画」や、

2020（平成 32）年までをターゲットとした 20 個の個別目標を設定した「愛知目標」

が採択されました。 

 「愛知目標」は、「生物多様性条約」の全体の取組を進めるための柔軟な枠組みと

して位置付けられ、各国が生物多様性の状況や取組の優先度に応じて個別目標を設定

し、各国の生物多様性の国家戦略の中に組み込んでいくことが求められています。  

生物多様性条約（CBD）とは 
 生物多様性の包括的な枠組みの必要性を踏まえて採択された条例 
 19６の国と地域が加盟（201７年９月現在）。 
 ≪条約の目的≫  

① 生物の多様性の保全 
② 生物多様性の構成要素の持続可能な利用 
③ 遺伝資源の利用から生ずる利益の公正で衡平な配分 

生物多様性基本法の基本原則（第３条） 

○生物多様性の保全と持続可能な利用をバランスよく推進  

（1）保全:野生生物の種の保全等が図られるとともに、多様な自然環境を地域の 
  自然的社会的条件に応じ保全 
（2）利用:生物多様性に及ぼす影響が回避され又は最小となるよう、国土及び自 
  然資源を持続可能な方法で利用 

○保全や利用に際しての考え方  

（3）予防的順応的取組方法 
（4）長期的な観点 
（5）温暖化対策との連携 

　生物多様性条約 (CBD) とは 
　　生物多様性の包括的な枠組みの必要性を踏まえて採択された条例 196 の国と地域が加盟
　(2017 年 9 月現在 )。
　≪条約の目的≫
　　① 生物の多様性の保全
　　② 生物多様性の構成要素の持続可能な利用
　　③ 遺伝資源の利用から生ずる利益の公正で衡平な配分

　生物多様性基本法の基本原則 ( 第 3 条 ) 
　　○ 生物多様性の保全と持続可能な利用をバランスよく推進
　　　(1) 保全 : 野生生物の種の保全等が図られるとともに、多様な自然環境を地域の自然的 
　　　　　　　 社会的条件に応じ保全
　　　(2) 利用 : 生物多様性に及ぼす影響が回避され又は最小となるよう、国土及び自然資源 
　　　　　　　　を持続可能な方法で利用

　　○ 保全や利用に際しての考え方
　　　(3) 予防的順応的取組方法 
　　　(4) 長期的な観点 
　　　(5) 温暖化対策との連携
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　生物多様性国家戦略 2012-2020 
　　愛知目標の達成に向けたロードマップの提示と「5 つの基本戦略」を設定
　　≪ 5 つの基本戦略≫
　　　① 生物多様性を社会に浸透させる
　　　② 地域における人と自然の関係を見直し・再構築する 
　　　③ 森・里・川・海のつながりを確保する
　　　④ 地球規模の視野を持って行動する
　　　⑤ 科学的基盤を強化し、政策に結びつける
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（６）生物多様性年表  

	
 

西 暦  世   界  日   本  埼  玉  県  

1 9 9 0

～  

1 9 9 2  ( H 4 ） 年   

環 境 と 開 発 に 関 す る 国 連 会 議

( U N C E D ） （ 地 球 サ ミ ッ ト 会 議 で 条 約 署

名 開 始 ）  

リ オ ･ デ ･ ジ ャ ネ イ 口 （ ブ ラ ジ ル ）  

1 9 9 3  ( H 5 ） 年  

生 物 多 様 性 条 約 （ C B D ） 採 択  

ナ イ ロ ビ （ ケ ニ ア ）  

1 9 9 4 ( H 6 ） 年  

第 1 回 締 約 国 会 議 （ C O P 1 ）  

ナ ッ ソ ー （ バ ハ マ ）  

1 9 9 3  ( H 5 ） 年  

生 物 多 様 性 条 約 締 結    

1 9 9 4  ( H 6 ） 年  

環 境 基 本 条 例 制 定  

1 9 9 5

～  

1 9 9 5 （ H 7 ） 年  

第 2 回 締 約 国 会 議 ( C O P 2 )  

ジ ャ カ ル タ （ イ ン ド ネ シ ア ）  

1 9 9 6 ( H 8 ） 年  

 

第 3 回 締 約 国 会 議 ( C O P 3 )  

ブ エ ノ ス ・ ア イ レ ス （ ア ル ゼ ン チ ン ）  

1 9 9 8 ( H 1 0 ） 年  

第 4 回 締 約 国 会 議 ( C O P 4 ）  

ブ ラ チ ス ラ バ （ ス ロ バ ヴ ァ キ ア ）  

1 9 9 5  ( H 7 ） 年  

生 物 多 様 性 国 家 戦 略 策 定  

1 9 9 6  ( H 8 ） 年  

環 境 基 本 計 画 策 定  

1 9 9 6 年  ( H 8 ） 年  

ﾚ ｯ ﾄ ﾞ ﾃ ﾞ ｰ ﾀ ﾌ ﾞ ｯ ｸ 動 物 編 初 版 刊 行  

1 9 9 8  ( H 1 0 ） 年  

ﾚ ｯ ﾄ ﾞ ﾃ ﾞ ｰ ﾀ ﾌ ﾞ ｯ ｸ 植 物 編 初 版 刊 行  

2 0 0 0

～  

2 0 0 0 ( H 1 2 ） 年  

第 5 回 締 約 国 会 議 (  C O P 5 )  

ナ イ ロ ビ ア （ ケ ニ ア ）  

2 0 0 2 ( H 1 4 ） 年  

特 別 制 約 国 会 議 ( E x C O P )  

モ ン ト リ オ ー ル （ カ ナ ダ ）  

第 6 回 締 約 国 会 議 ( C O P 6 )  

ハ ー グ （ オ ラ ン ダ ） 2 0 1 0 年 目 標 採 択  

2 0 0 4 ( H 1 6 ） 年  

第 7 回 締 約 国 会 議 (  C O P  7 )  

ク ア ラ ル ン プ ー ル （ マ レ ー シ ア ）  

2 0 0 2 （ H 1 4 ） 年  

新 生 物 多 様 性 国 家 戦 略 策 定  

2 0 0 0 （ H 1 2 ） 年  

埼 玉 県 希 少 野 生 動 植 物 の 種 の 保 護

に 関 す る 条 例 制 定  

2 0 0 1 （ Ｈ 1 3 ） 年  

環 境 基 本 計 画 ( 第 2 次 ) 策 定  

2 0 0 2 （ H 1 4 ） 年  

ﾚ ｯ ﾄ ﾞ ﾃ ﾞ ｰ ﾀ ﾌ ﾞ ｯ ｸ 動 物 編 2 訂 刊 行  

2 0 0 5

～  

2 0 0 6 （ H 1 8 ） 年  

第 8 回 締 約 国 会 議 (  C O P 8 ）  

ク リ チ バ （ ブ ラ ジ ル ）  

2 0 0 8 （ H 2 0 ） 年  

第 9 回 締 約 国 会 議 （ C O P 9 ）  

ボ ン （ ド イ ツ ）  

2 0 0 7  ( H 1 9 ） 年  

第 3 次 生 物 多 様 性 国 家 戦 略 策

定  

2 0 0 8  ( H 2 0 ） 年  

生 物 多 様 性 基 本 法 制 定  

2 0 0 5  ( H 1 7 ） 年  

ﾚ ｯ ﾄ ﾞ ﾃ ﾞ ｰ ﾀ ﾌ ﾞ ｯ ｸ 植 物 編 2 訂 刊 行  

2 0 0 7 ( H 1 9 ） 年  

環 境 基 本 計 画 ( 第 3 次 ) 策 定  

2 0 0 8  ( H 2 0 ） 年  

ﾚ ｯ ﾄ ﾞ ﾃ ﾞ ｰ ﾀ ﾌ ﾞ ｯ ｸ 動 物 編 3 訂 刊 行  

2 0 0 8  ( H 2 0 ） 年  

生 物 多 様 性 保 全 県 戦 略 策 定  

2 0 1 0

～  

2 0 1 0 （ H 2 2 ） 年  

第 6 5 回 国 連 総 会 ハ イ レ ベ ル 会 合  

ニ ュ ー ヨ ー ク ( ア メ リ カ )  

2 0 1 0 ( H 2 2 ） 年  

第 1 0 回 締 約 国 会 議 ( C O P 1 0 )  

名 古 屋 （ 日 本 ）  

「 愛 知 目 標 」 採 択   

2 0 1 2 ( H 2 4 ） 年  

第 1 1 回 締 約 国 会 議 ( C O P 1 1 )  

ハ イ デ ラ バ ー ド ( イ ン ド )  

2 0 1 2 （ H 2 4 ） 年  

生 物 多 様 性 と 生 態 系 サ ー ビ ス に 関 す る

政 府 間 科 学 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム （ I P B E S ）

設 立   

2 0 1 4 ( H 2 6 ） 年  

第 1 2 回 締 約 国 会 議 (  C O P  1 2 ）  

ピ ョ ン チ ャ ン （ 韓 国 ）  

2 0 1 0 （ H 2 2 ） 年  

生 物 多 様 性 国 家 戦 略 2 0 1 0 策 定  

 

2 0 1 0 （ H 2 2 ） 年  

生 物 多 様 性 地 域 連 携 促 進 法 制

定  

 

2 0 1 2 （ H 2 4 ） 年  

生 物 多 様 性 国 家 戦 略

2 0 1 2 - 2 0 2 0 策 定  

 

 

 

 

 

 

2 0 1 2 ( H 2 4 ） 年  

ﾚ ｯ ﾄ ﾞ ﾃ ﾞ ｰ ﾀ ﾌ ﾞ ｯ ｸ 植 物 編 3 訂 刊 行  

2 0 1 2 ( H 2 4 ） 年  

環 境 基 本 計 画 ( 第 4 次 ） 策 定  

2 0 1 5

～  

2 0 1 6 ( H 2 8 ） 年  

第 1 3 回 締 約 国 会 議 ( C O P 1 3 ）  

メ キ シ コ  

 2 0 1 7 ( H 2 9 ） 年  

環 境 基 本 計 画 ( 第 4 次 ) 策 定  

2 0 1 8 ( H 3 0 ） 年  

ﾚ ｯ ﾄ ﾞ ﾃ ﾞ ｰ ﾀ ﾌ ﾞ ｯ ｸ 動 物 編 第 4 訂 刊 行  

2 0 1 8 ( H 3 0 ） 年  

生 物 多 様 性 保 全 県 戦 略 改 定  


